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２㹇㸮２ 

ᅛయ㓟化≀ᙧ⇞料㟁ụ㸦㹑㹍㹄㹁）にಀる㹌㹃㹂㹍の 

ྲྀり⤌ࡳ・ᡂ果と௒ᚋの展望について 

 
 （ᑠ川貴ྐ㸦新エネルギー・⏘業ᢏ⾡⥲合㛤発機構ۑ

 

 
㸯㸬はじめに 

一᫖年のᮾ日本大㟈⅏と原子ຊ発㟁ᡤの事ᨾ௨ᚋ、日本のエネルギーᨻ策はᢤ本的な見┤しを行って

いるところである。௒ᚋは、෌生可能エネルギーや┬エネルギーの最大㝈ᑟධはᙜ然のこと、大つᶍな

発㟁ᡤにᣐらない⇞料㟁ụのような分ᩓᆺ㟁源を充ᐇさせ、ᅜ内のエネルギーセキࣗリティをᅗること

が重要である。⇞料㟁ụは発㟁ຠ⋡が高く 室ຠ果࢞スの๐減にᐤ与するだけではなく、ኳ然࢞スや࣓

タノール等の多様な⇞料を用いることができ、エネルギー多様化の観Ⅼからも᭷ຠである。 

⇞料㟁ụの中でもᅛయ㓟化≀ᙧ⇞料㟁ụ㸦㹑㹍㹄㹁）は発㟁ຠ⋡が高く、また、ኳ然࢞ス等にຍえ石

Ⅳ࢞スといった多様な⇞料も౑用可能であり、ᑠᆺࢩステ࣒から大つᶍなⅆຊ代᭰ࢩステ࣒までᖜᗈい

ᐇ用化がᮇᚅされている。 
本報告では、㹑㹍㹄㹁にಀる㹌㹃㹂㹍のこれまでのᢏ⾡㛤発等のྲྀり⤌ࡳ、࣐ネジ࣓ント、ᡂ果のᴫ

要について㏙࡭るとともに、௒ᚋの展望について⤂௓する。 
 

㸰㸬㹑㹍㹄㹁にಀる㹌㹃㹂㹍のྲྀり⤌ࡳ、これまでのᡂ果等 

⇞料㟁ụについては、日本では㸯㸷㸶㸯年ᗘから࣒ーンライト計画によりᢏ⾡㛤発が本᱁的に㛤始さ

れ、これまで⥅続的にᢏ⾡㛤発、ຍえてᐇド研究やつไ㐺正化が㐍められてきた。㸰㸮㸮㸵年ᗘからは

ᐙᗞ用㹑㹍㹄㹁ࢩステ࣒のᕷ場ᑟධに向けて、「ᅛయ㓟化≀ᙧ⇞料㟁ụᐇド研究」が㸰㸮㸯㸮年ᗘまで

行ࢃれた。また、୪行して、㹑㹍㹄㹁の⪏ஂ性とಙ㢗性の向上するためにຎ化࣓カ࣒ࢬࢽのゎ明等を行

っている「ᅛయ㓟化≀ᙧ⇞料㟁ụࢩステ࣒要⣲ᢏ⾡㛤発」をᐇ᪋している。 

「ᅛయ㓟化≀ᙧ⇞料㟁ụᐇド研究」においては、計㸰㸱㸱ྎの㹑㹍㹄㹁ࢩステ࣒が一⯡ᐙᗞ等のᐇ環

境にタ⨨され、ᐇ㐠㌿によるྛ種データ཰集ཬࡧᙜヱデータの評価分析をᐇ᪋し、種々の課題が抽出さ

れた。さらに、本ᐇド研究において౑用された㹑㹍㹄㹁ࢩステ࣒については、୪行して行ࢃれた「ᅛయ

㓟化≀ᙧ⇞料㟁ụࢩステ࣒要⣲ᢏ⾡㛤発」にᥦ౪され、大学等によるヲ⣽なຎ化ゎ析等がᐇ᪋された。

ᙜヱ結果は࣓ーカー等に㏿やかにᥦ౪され、࣓ーカー等はᙜヱ結果を㏿やかにᢏ⾡㛤発に཯ᫎするとい

うࢧイクルを⧞り㏉した結果、㹑㹍㹄㹁ࢩステ࣒の⪏ஂ性や発㟁ຠ⋡等をຠ⋡的・ຠ果的にᨵၿするこ

とができた。 

上グྲྀり⤌ࡳにより、㸰㸮㸯㸯年にᡃがᅜからୡ⏺にඛ㥑けてᐙᗞ用の㹑㹍㹄㹁ࢩステ࣒がၟ用化さ

れた。発኎については㹎㹃㹄㹁ࢩステ࣒より㸰年⛬ᗘ㐜れたが、㹑㹍㹄㹁ࢩステ࣒はᑠᆺ化等でඃ఩性

があり、ᅜ内におけるᐙᗞ等࡬のᬑཬがᮇᚅされている。 

 

㸱㸬௒ᚋの展望 

 ௒ᚋはᐙᗞ用㹑㹍㹄㹁ࢩステ࣒のさらなるᬑཬに向け、低コスト化等に資するᢏ⾡㛤発を㐍めていく

ண定である。また、ᑗ来のᐇ用化がᙉくᮇᚅされている⏘業用、事業用の㹑㹍㹄㹁ࢩステ࣒の㛤発も㐍

めていくᡤᏑである。 

 㹑㹍㹄㹁の大ᆺ化には、十分な⪏ஂ性等を確保するために高いᢏ⾡的ࣁードルをゎỴしていくᚲ要が

ある。ᐙᗞ用㹑㹍㹄㹁をຠ⋡的な࣐ネジ࣓ントでᐇ用化にᑟいたことを参考に、またᘬき続き大学等や

࢞ス会社・㟁ຊ会社等とᐦ᥋に連ᦠしながら㛤発を᥎㐍していきたい。 




